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１． はじめに 

システム管理者は EC サイトにシステム障害が

発生した際にログを検索することで原因を調査す

る．EC サイトを迅速に復旧させなければユーザー

は購入処理ができなくなる．システム管理者はシ

ステム障害の全容を調査するためにアクセスログ

を調べる[1]． アクセスログは Web サーバーに送

られるリクエストを記録したログである． 

課題は並列で検索できるようにログを分けて保

存する場合に，分けた先のログの数が異なると，ロ

グの件数が多い保存先のログ検索の応答時間が長

くなる． 

 

２．提案 

本提案手法の目的は検索の応答時間が早くなる

ことでシステム障害が起きた場合に，システム障

害の全容を迅速に知ることができるようにするこ

とである．本提案手法は正常系であるステータス

コード 200 番台から 300 番台と異常系である 400

番台から 500 番台でアクセスログを分割する．さ

らに正常系と異常系で分けたログをログサーバー

で並列処理できる数で分割する．並列処理できる

数はログサーバーの CPU のスレッド数とする．分

割数に合わせて 1 件ずつログをブロックに追記し

て保存する．並列処理で検索するそれぞれのログ

の件数の差が減り，検索それぞれの応答時間の差

が減る． 

図 1 は提案の概要図を示している．サーバーは

大きく分けて 2 つで，ログサーバーと Web サーバ 

ーがある．ユーザーから Web サーバーにアクセス

した場合に生成されたログはログサーバーに転送

する．ログサーバー側の”ログ配置”は Web サー

バーから受け取ったログをブロックとしてまとめ

て保存する．保存したログは検索の索引として利

用するためのインデックスにログの保存場所をロ

グブロックごとに記録する． 

 

３．デモンストレーション  

  デモンストレーションの流れを説明する．デモ

ンストレーションは Web ブラウザを通してアクセ

スログを検索する．使用するログはポーランドの

オンラインストアのログである EClog を使用する

[2]．システム管理者は現状を把握するために，ロ

図 1：提案の概要図 
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グを検索してシステム障害の全容を把握する．検

索クエリは，ステータスコード 500 番台のアクセ 

スログとする．理由は現在起きている状態がステ 

ータスコードから分かり，エラーが発生した時刻

が分かるためである．この 2 つが分かることで，

どのシステムログを見るかと発生時刻からシステ

ムログの時間の条件を絞り込みできる．提案のロ

グ保存システムと既存の Elasticsearch の検索の

応答時間を比較する．検索の結果と応答時間を Web

ブラウザに載せる． 

 デモンストレーションの構成図を図 2 に示す． 

提案のログ保存システムと Elasticsearch の違い

はログの保存の仕方である．保存方法の違いによ

って検索の応答時間にどれだけの違いができるか

を比較する．そのため，検索のクエリを発行するシ

ステムを統一し，ログを保存して検索するシステ

ムのみ異なる状況を設定した．検索は Web ブラウ

ザを通してデモンストレーション用 Web アプリケ

ーションで検索クエリを発行して行なう． 

あらかじめアクセスログを提案のログ保存シス

テムと Elasticsearch に保存しておく．デモンス

トレーションでは，システム障害が発生した場合

を想定して，検索結果が表示されるまでの時間を

測定する．計測方法はデモンストレーション用 Web

アプリケーションで測定し，Web ブラウザに表示す

る．図 3 はデモンストレーションで見せるブラウ

ザ画面の形式を示している．一番上は検索ボック

スであり，検索の条件を検索クエリとして入力す

ることができる．検索クエリを入力して検索ボタ

ンを押すと，検索結果が出力される．検索クエリは

同時に実行され，デモンストレーション用 Web ア

プリケーションが提案のログ保存システムと既存

システムの Elasticsearch に検索クエリを発行す

る．検索結果が出力されると検索の応答時間が表

示され，提案手法の検索の応答時間が早くなるこ

とが分かる． 

 

４．おわりに 

  課題は並列で検索できるようにログを分けて保

存する場合に，分けた先のログの数が異なると，ロ

グの件数が多い保存先のログ検索の応答時間が長

くなる．課題に対して，ステータスコードごとにア

クセスログを分割し，更に並列処理できる数で分

割し保存することで，一つあたりのログのエント

リー数を減らす手法を提案する．既存手法

Elasticsearch と提案手法で同じ検索条件で検索

速度を比較し，Web アプリケーションを通じてブラ

ウザから検索の応答時間の違いを視覚的に示す． 
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図 3：デモンストレーションの構成 
図 2ブラウザ画面 
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